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サステナビリティ・SDGsへの取り組みを社内外

に共有し、サステナビリティ推進企業としての

意識の定着や、さらなる取り組みを促進するこ

とを目的に、オリジナルのロゴを制作。また、

社内報などでの情報発信による意識づけや社員

研修などを通して、一人ひとりが主体的に、意

欲を持って社会や企業の価値創出に取り組める

よう社内啓蒙を実施しています。

社内報や社員研修などを通して

グループ内の意識を高めていく

（左から）施策全般用／
リサイクル関連の施策用

各部のサステナビリティ・SDGs関連の施策などで活用するこ

とで、意識向上、促進を図っています。

サステナビリティロゴ

使用例

・保有ビル内に設置したペットボトルキャップ回収BOXの

お知らせPOP

・周辺地域における清掃活動の告知ポスター

・社内会議資料、営業資料 など

社員がサステナビリティ基本方針を自分ごととして捉え、その

具体的目標であるSDGsを意識した行動につなげていくために、

Web版の社内報で役立つ情報を発信。

サステナビリティに関する取り組みについてのアンケートを実

施し、誌面内で「私のSDGs Action!」と題したコンテンツも

展開しています。

Web版社内報「Fits SDGs express」

「生物多様性豊かな“湘南平塚ゆるぎ 里地里山”」において、

グループ社員向け研修「中央日土地カレッジ」を開催。サステ

ナビリティ活動の推進に向けて、実査を通じて当地区の歴史と

現状を理解し、当地区の保有意義や活用方法について考えまし

た。今後も定期的な開催を予定しています。

社員研修「中央日土地カレッジ」の開催

脱プラ製品を活用しよう！
世界中で脱プラへの意識が高まっているなか、「プラスチックがなぜ問題なのか」「どうすれば脱プラ
に貢献できるか」と疑問に感じている方も多いのではないでしょうか。今回は、プラスチックが地球
に与える影響や、脱プラへ向けた社内での取り組みをご紹介します。皆さんも事務用品や包装、
ノベルティなどの制作・発注時には、脱プラ・環境配慮品の活用を検討してみましょう！

なぜ、脱プラが重要？

脱プラスチック

海洋プラごみの削減CO2排出量の削減
プラスチックは、捨てられてゴミとなると最終的に
海に流れ着きます。魚などの海洋生物がプラス
チックを誤って食べることで死んでしまう事例や、
その海洋生物を食べることによる人体への悪影
響が懸念されています。

プラスチックは紙ほどリサイクルするのが容易では
なく、家庭で出る廃プラの約半数が焼却されて
いると言われています。そんなプラスチックゴミをそ
もそも減らすことは、焼却によるCO2排出量の
削減につながります。

紙製クリアファイルを制作しました

中央日本土地建物
住宅業務部

こんな取り組みで脱プラに貢献！

マイボトルを持参し
ペットボトルを買わない

マイバッグを持参し
ポリ袋を貰わない

E x p r e s s

Exp.008

できるだけ再生紙を
使用した製品を選ぶ

矢野めぐみさん

エンボス加工を施すことで品よくBAUSのブランドモチーフを
挿入したとともに、エコマークを掲載することでSDGs推進企
業であることをPR。
お客様からは「これ紙製なんだ！」などの反応があり、お渡
しする際のちょっとした話題にもなっています。
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SDGsの観点で、取り組みやすいことから始めようと考えたの
がきっかけです。
社会的に脱プラが課題とされているなか、部長の後押しもあ
り、お客様などにお渡しするノベルティとして紙製クリアファイ
ルの制作を検討し始めました。
強度が心配ではありましたが、厚手のトレーシングペーパー
に特殊な表面加工を施してくれる制作会社を発見。

当社グループは「変化の潮流に挑戦し、期待を超える価値を提供
する総合不動産グループ」として、社会課題の解決に一層取り組む
ため、2022年4月にサステナビリティ基本方針を策定しました。

「SDGs express」では、社員の皆さんがサステナビリティ基本
方針を自分ごととして捉え、その具体的目標であるSDGsを意識し
た行動につなげていただくため、役立つ情報を発信していきます。

SL営業企画部でも
バレーボールデザインで
制作しました。
営業活動で活用中！

など

当社グループの
「SDGs ACTI ON」ロゴを

作成しました！

一人ひとりがサステナビリティへの取り組みをもっと身近に感

じ、各部門の事業内容と関連付けて推進できるよう「サステナ

ビリティ委員会」での報告内容を、全社員に向けて動画配信し

ています。

サステナビリティ活動状況のグループ内共有

グループ内への啓蒙活動
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